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江府町の人口

（2月28日現在）

世帯数1，218世帯
人　口　4，728人
前月比－7
（男）2，277
（女）2，451
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出　生

（男）

（女）
転　入

（男）

（女）
転　出

（男）
（女）

死　亡

（男）

傑作・迷作快走・迷走
第3回自作ソリワールドカップin奥大山

二
月
二
十
五
日
、
第
三
回
自
作
そ
リ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
．
m
奥
大
山
が
奥
大
山
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
江
府
町
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
浜
本
伸
介
会
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
、

小
雨
の
ま
じ
る
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

町
内
外
か
ら
二
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
速
さ
を
競
う
タ
イ
ム
部
門
と
ア

イ
デ
ア
を
競
う
デ
ザ
イ
ン
部
門
に
分
か
れ
、

総
額
賞
金
三
十
万
円
を
か
け
て
”
快
走
・
迷

走
〃
　
〝
傑
作
・
迷
作
〃
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の

ユ
ニ
ー
ク
な
自
作
そ
り
が
、
ゲ
レ
ン
デ
を
滑

走
し
ま
し
た
。

今
年
か
ら
小
学
生
の
部
（
タ
イ
ム
部
門
の

み
）
が
新
設
さ
れ
、
6
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
審
査
員
と
し
て
本
年
度
ミ
ス
山
陰

の
西
田
邦
子
さ
ん
が
来
場
し
、
大
会
に
華
を

添
え
ま
し
た
。
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平成2年3月5日発行－（2）

長
－　　一

向　寿

を

祝
っ

て
者

顕
　
彰

臣事町府江第231号

一
月
九
日
、
十
日
の
二
日
間
に

か
け
て
、
今
年
め
で
た
く
九
十
二

歳
を
迎
え
ら
れ
た
九
名
の
方
を
は

じ
め
と
す
る
高
齢
者
二
十
六
名
の

自
宅
を
町
長
自
ら
が
訪
問
し
て
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
一
月
十
五
日
に

成
人
式
と
併
せ
て
行
っ
て
き
た
高

齢
者
顕
彰
式
を
取
り
止
め
、
今
年

か
ら
在
宅
訪
問
を
し
て
顕
彰
す
る

こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

高
齢
者
顕
彰
と
し
て
、
ご
本
人

に
は
、
「
祝
詞
」
と
記
念
品
を
贈
り

長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
そ
の
家

族
に
対
し
て
も
感
謝
状
を
贈
り
、

高
齢
者
介
護
年
手
当
金
を
支
給
し
、

そ
の
介
護
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し

た
。ま

た
、
今
年
で
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
、
本
町
最
高
齢
者
の
野
田
と

み
よ
㌦
（
大
河
原
）
を
「
人
間
町

宝
」
と
し
て
顕
彰
し
、
金
盃
を
贈

り
最
高
長
寿
を
諾
え
ま
し
た
。

▲福田町長より、人間町宝野田とみよさんに「祝詞」と記念品が手渡さ
れました。

人
　
間
　
町
　
宝

ト
人
間
町
宝
野
田
と
み
よ
さ
ん

に
贈
ら
れ
た
金
盃

大
河
原

野
田
と
み
よ
㌦（百歳）

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
生

（
野
田
正
博
さ
ん
　
母
）

新
高
齢
者
顕
彰

受
賞
者

富
　
市
長
岡
ふ
く
よ
れ
二
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
二
年
一
月
十
三
日
生

（
長
岡
　
佳
文
さ
ん
　
祖
母
）

本
町
四
清
水
　
貞
女
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
二
年
二
月
一
日
生

（
清
水
　
純
子
さ
ん
　
養
母
）

大
河
原
桑
原
　
槌
男
㍉
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
二
年
三
月
十
一
日
生

（
桑
原
　
　
茂
さ
ん
　
父
）

荒
　
田
井
上
　
御
次
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
二
年
四
月
十
七
日
生

（
井
上
　
昭
宣
さ
ん
　
祖
父
）

池
の
内
加
藤
　
兵
重
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
二
年
五
月
二
十
八
日
生

（
加
藤
　
憲
三
さ
ん
　
義
父
）
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第231号平成2年3月5日発行

「
平
成
二
年
江
府
町

長
寿
番
付
」
発
行

今
年
も
「
江
府
町
長
寿
番
付
」

が
一
月
一
日
付
で
発
行
さ
れ
ま
し

た
。町

内
高
齢
者
（
八
十
歳
以
上
）

の
ご
様
子
を
広
く
紹
介
し
て
い
る

こ
の
番
付
も
今
年
で
二
十
七
回
目

を
む
か
え
、
登
載
者
も
年
々
そ
の

数
を
増
し
今
年
は
つ
い
に
三
〇
〇

名
に
達
し
ま
し
た
。

特
に
下
蚊
屋
の
小
椋
和
加
恵
㌦

と
小
椋
晴
㌔
　
は
唯
一
組
の
親
子

登
載
者
で
あ
り
、
夫
婦
で
は
二
十

五
組
の
登
載
が
あ
り
ま
す
。

江

⑳

⑳

平
成
二
年
登
載
者
（
昭
和
六
十
四
年
登
載
者
）
　
で
は
、
一
体
江
府
町
の
年
齢
別

男
　
二
〇
名
二
〇
二
名
）

女
一
九
〇
名
（
一
七
八
名
）

総
計
　
三
〇
〇
名
（
二
八
〇
名
）

・
フ
ち

夫
婦
登
載
者

二
十
五
組
（
三
十
組
）

親
子
登
載
者

一
組
（
一
組
）

目
で
み
る

高
齢
化
社
会

最
近
は
「
高
齢
化
社
会
」
あ
る

い
は
「
長
寿
社
会
」
を
ど
と
呼
ば

れ
、
人
生
五
十
年
時
代
か
ら
人
生

八
十
年
時
代
へ
と
世
の
中
は
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

人
口
構
成
は
ど
う
を
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
次
ペ
ー
ジ
の
年
齢

別
構
成
表
を
ご
覧
下
さ
い
。
高
齢

化
人
口
と
呼
ば
れ
る
6
5
歳
以
上
の

人
口
が
い
か
に
多
い
か
一
目
瞭
然

で
す
。ち

を
み
に
、
総
人
口
四
、
七
三

三
人
に
対
し
て
6
5
歳
以
上
の
人
口

は
一
、
〇
三
八
人
と
二
一
、
九
％
を

し
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
人

口
の
予
備
軍
と
も
い
う
べ
き
5
0
歳

か
ら
餌
歳
代
の
人
口
も
他
と
比
べ

て
多
く
、
ま
す
ま
す
「
高
齢
化
社

会
」
が
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。長

寿
社
会
の
新
し
い
生
き
方
を
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
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▲今年新に高齢者顕彰を受けられた

清水貞女さん（本町四）がその心境

を詠まれたものです。

「米寿坂越して卒寿の広野原霧深くして

道もかすかや」　平成二年新春　貞女

貝
　
田
　
遠
藤
く
ら
の
㌦
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
二
年
六
月
九
日
生

（
遠
藤
規
矩
雄
さ
ん
　
母
）

杉
　
谷
　
加
藤
と
も
よ
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
二
年
六
月
二
十
八
日
生

（
加
藤
　
　
薫
さ
ん
　
母
）

柿
　
原
　
加
藤
む
め
よ
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
九
日
生

（
加
藤
　
書
文
さ
ん
　
母
）

本
町
四
下
村
　
亮
㌦
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
二
年
八
月
三
十
日
生

（
下
村
　
耕
朗
さ
ん
　
養
母
）

継
続
高
齢
者
顕
彰

受
賞
者

宮
の
前
土
井
垣
秋
子
さ
ん
（
九
十
七
歳
）

明
治
二
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日
生

（
土
井
垣
一
郎
さ
ん
　
母
）

吉
　
原
新
見
　
ま
つ
㌔
（
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
八
年
二
月
九
日
生

（
新
見
　
昭
三
さ
ん
　
母
）

下
蚊
屋
小
椋
和
加
恵
㌔
（
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日
生

（
小
椋
　
　
滑
さ
ん
　
養
母
）

宮
市
原
松
本
発
作
㌔
（
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
八
年
十
月
九
日
生

〔
松
本
　
贅
さ
ん
　
父
）

久
　
連
　
水
下
す
み
よ
㌔
（
九
十
五
歳
）

明
治
二
十
九
年
二
月
十
日
生

（
水
下
　
　
博
さ
ん
　
母
）

本
町
四
住
田
ひ
さ
よ
㌦
（
九
十
五
歳
）

明
治
二
十
九
年
五
月
十
六
日
生

（
住
田
美
智
恵
さ
ん
　
母
）

池
の
内
加
藤
あ
か
よ
㌦
（
九
十
五
歳
）

明
治
二
十
九
年
十
一
月
一
日
生

（
加
藤
美
和
子
さ
ん
　
義
母
）

新
町
二
手
島
　
滑
子
㌦
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
年
五
月
二
十
日
生

（
手
島
　
重
敬
さ
ん
　
母
）

美
　
用
川
上
か
め
よ
れ
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
年
八
月
二
十
一
日
生

（
川
上
　
　
清
さ
ん
　
母
）

宮
　
市
長
岡
も
と
よ
㌔
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
年
十
二
月
十
六
日
生

（
長
岡
　
誠
さ
ん
　
祖
母
）

御
　
机
川
上
ち
と
せ
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
一
年
三
月
十
七
日
生

（
川
上
八
千
穂
さ
ん
　
母
）

下
蚊
屋
小
椋
あ
さ
の
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
一
年
六
月
六
日
生

（
小
椋
　
　
博
さ
ん
　
母
）

柿
　
原
奥
田
を
た
ね
㍉
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
一
年
六
月
二
十
五
日
生

（
奥
田
　
薫
さ
ん
　
母
）

美
　
用
川
上
　
り
つ
れ
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
一
年
七
月
五
日
生

（
川
上
　
金
子
さ
ん
　
義
母
）

下
蚊
屋
筒
井
理
三
郎
㌦
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
一
年
十
月
十
九
日
生

（
筒
井
　
厚
之
さ
ん
義
祖
父
）

貝
　
田
車
　
隆
代
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
一
年
十
一
月
十
六
日
生

（
車
　
　
仁
志
さ
ん
　
母
）
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第231号 江　　府　　町　　報－平成2年3月5日発行－（4）

平成2年1月1日現在年齢別人口構成表

男　　　　　総人口　4・733人　女
2 ，2 7 8 人　　　 94歳

　 2 ，4 5 5 人
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平成2年3月5日発行－第231号報町

○
総
　
　
務

行
政
座
談
会
を
開
催

1
月
3
日
　
久
連
部
落

部
落
住
民
か
ら
行
政
に
対
す
る

要
望
、
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
交

流
の
場
と
し
ま
し
た
。

1
月
6
日
、
土
井
之
内
会
館
に

お
い
て
消
防
団
出
初
め
式
を
挙
行
、

消
防
団
員
4
5
名
出
席
の
も
と
来
賓

府
桶
掴
最
齢
打
塁
年
の
無

ま
た
、
次
の
と
お
り
町
長
表
彰

江
　
及
び
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

▲田口団長により力強く宣誓
（消防団出初め式）

◎
町
長
表
彰

〔
功
績
章
〕

第
一
分
団
　
団
員

第
二
分
団

〔
勤
続
章
〕

第
二
分
団

〔
精
勤
章
〕

第
二
分
団

〃班
長

団
員

団
員

団
員

ク

（
敬
称
略
）

藤
田
　
幸
一

小
谷
幸
之
介

手
島
　
憤
一

矢
下
　
慎
二

森
田
　
哲
也

中
田
　
　
実

瀬
島
　
明
正

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

〔
精
績
章
〕

本
　
　
部
副
団
長
　
芦
立
　
書
明

◎
鳥
取
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
伝
達
）

〔
功
績
章
〕

第
一
分
団
　
班
長
　
伊
藤
　
禎
人

◎
西
部
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

〔
功
績
章
〕

第
一
分
団
　
蛙
長
　
勝
見
　
　
純

第
二
分
団
　
班
長
　
大
田
　
敏
朗

〔
勤
続
章
〕

第
二
分
団
副
分
団
長
大
岩
　
勝
実

○
企
画
開
発

1
2
月
1
8
日
、
鳥
取
県
議
会
総
務

常
任
委
員
会
一
行
1
0
名
が
本
町
視

察
の
た
め
来
町
さ
れ
、
奥
大
山
チ

ロ
ル
の
里
構
想
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
ふ
る
里
の
鐘
、
歴

史
民
俗
資
料
館
を
案
内
し
ま
し
た
。

○
農
　
　
林

1
2
月
2
5
日
、
平
成
元
年
台
風
第

1
7
号
及
び
台
風
第
㌶
号
に
よ
る
農

林
施
設
の
災
害
復
旧
工
事
の
入
札

を
行
い
、
次
の
と
お
り
決
定
し
発

注
し
ま
し
た
。

（
①
請
負
金
額
②
請
負
業
者
名
）

＊
夏
日
農
道
舗
装

①
二
三
六
万
九
千
円
②
㈲
川
端
組

＊
小
江
尾
大
井
手
改
修

①
三
〇
五
万
九
千
円
②
㈲
浜
本
組

＊
森
田
水
路
改
修

①
七
七
万
二
千
円
②
㈲
浜
本
組

＊
熊
野
農
地
災
害

①
六
六
万
九
千
円
②
㈲
日
野
土
木

＊
宮
市
水
路
災
害

①
二
〇
六
万
円
②
江
川
組

＊
乗
尾
水
路
災
害

①
四
十
一
万
二
千
円
②
㈲
浜
本
組

＊
小
江
尾
農
道
災
害

①
〓
ハ
九
万
九
千
円
②
㈲
住
田
組

＊
熊
野
水
路
災
害

①
一
三
五
万
九
千
円
②
㈲
日
野
土
木

＊
熊
野
農
道
災
害

①
一
五
二
万
四
千
円
②
㈲
日
野
土
木

＊
熊
野
水
路
災
害

①
一
七
三
万
円
②
㈲
日
野
土
木

＊
熊
野
農
道
災
害

①
二
三
万
三
千
円
②
㈲
日
野
土
木

＊
林
道
半
の
上
線
災
害

①
二
一
八
万
七
千
円
②
㈲
沢
玉
組

○
建
　
　
設

1
2
月
2
5
日
、
町
道
修
繕
工
事
等

の
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
①
請
負
金
額
②
請
負
業
者
名
）

＊
町
道
江
尾
杉
谷
美
用
原
線
道
路

修
繕
工
事

①
一
四
〇
万
円
②
㈲
川
端
組

＊
町
道
小
江
尾
1
、
2
号
線
修
繕

工
事

①
六
五
万
円
②
㈲
住
田
組

＊
小
江
尾
急
傾
斜
対
策
工
事

①
六
五
万
円
②
㈲
住
田
組

○
観
　
　
光

1
2
月
2
4
日
午
前
1
0
時
よ
り
、
奥

大
山
ス
キ
ー
場
開
き
を
県
ス
キ
ー

連
盟
理
事
長
外
来
賓
多
数
の
参
加

を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
で
き
ま

▲くす玉を割って、スキー場開きを祝う

○
教
　
　
育

1
月
7
日
、
恒
例
の
新
春
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
江
尾
駅
前
を
ス
タ
ー

ト
地
点
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

で
1
3
回
日
を
迎
え
た
こ
の
大
会
に

一
五
〇
名
が
参
加
、
寒
風
を
つ
い

て
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

1
月
9
日
、
江
尾
小
学
校
柿
原

季
節
分
校
を
開
設
し
ま
し
た
。
今

年
は
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
、

9
人
の
児
童
が
通
学
し
て
い
ま
す
。

1
月
1
5
日
、
土
井
之
内
会
館
に
お

い
て
平
成
2
年
江
府
町
成
人
式
を

挙
行
、
新
成
人
3
2
名
の
晴
れ
の
門

出
を
祝
い
ま
し
た
。

Soumu
四角形
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〈ふるさと創生一億円事業〉

ひとづくり事業がスタート／
江
府
町
で
は
、
「
自
ら
考
え
、
自
ら
行
う

地
域
づ
く
り
」
検
討
会
の
答
申
（
前
号
掲
載
）

を
受
け
て
『
ひ
と
づ
く
り
事
業
』
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
実
施
に
あ
た
り
、
広
く
町
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
創
生
「
ひ

と
づ
く
り
事
業
」
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ

各
グ
ル
ー
プ
、
団
体
等
か
ら
二
十
名
の
委
員

が
選
出
さ
れ
て
、
い
ま
ま
で
に
三
回
の
会
合

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
役
場
内
に
も

課
長
、
課
長
補
佐
等
で
組
織
す
る
部
内
検
討

会
を
設
け
行
政
全
般
に
わ
た
る
「
ひ
と
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
創
生

「
ひ
と
づ
く
り
事
業
」
の
推
進
に
つ
い
て

ー
経
過
報
告
と

ご
協
力
へ
の
お
願
い
－

ひ
と
づ
く
り
事
業
推
進
委
員
会

会
　
長
　
加
　
藤
　
努

○
は
じ
め
に

「
自
ら
考
え
、
自
ら
行
う
地
域

づ
く
り
検
討
会
」
の
答
申
を
受
け

ら
れ
た
町
当
局
は
、
そ
の
実
施
に

当
た
っ
て
も
広
く
町
民
の
意
志
を

反
映
さ
せ
た
い
と
し
て
、
二
十
名

ふるさと創生「ひとづくり事業」

推進委員会委員名簿　（順不同）

職　 務 氏　　 名 住　　 所 役　　 職

会　 長 加藤　　 努 江府町池 の内 中　 学 校　 長

同職務代理者 越峠恵美子 ク　 下蚊 屋 農 協 婦 人 部

委　 員 川上　 卓雄 〃　 美　 用 教　 育　 委　 員

ク 中村眞佐雄 〃　 下 安井 社 会教育 委員

ク 坂 口　 理郎 ク　 日の詰 農　 業　 委　 員

ク 藤 田　 幸一 ク　 本　 一 商　 工　 会

ク 江本　 幹子 ク　 本　 四 商工会婦 人部

ク 加藤美佐子 ク　 池 の内 民生児童 委員

ク 住田　 孝 治 〃　 佐　 ハ 議　　　　 会

ク 筒井　 章年 ケ　 乗　 尾 農　　　　 協

ク 下垣　　 充 〃　 美　 用 農 協 青 年 部

ク 清水　 干城 ク　 大河原 森 林 組 合

〃 佐藤　 秋寛 ク　 貝　 田 老 人 ク ラ ブ

ク 福 田　 昭子 ク　 本　 二 婦　 団　 連

ク 加藤　 義 也 ク　 御　 机 青　 年　 団

ク 上原　 二郎 〃　 本　 一 P T A 連絡協 会

ク 浜本　 伸介 〃　 本　 二 ヤン顆 ットワーク

　ヽ　 〃 石原　 忠哉 〃　 新　 道 特産品振興会

〃 後　　 房雄 ケ　 本　 五 生 括 相 談 員

ク 乗本　　 稔 米　 子　 市 江 尾 郵 便 局

の
委
員
か
ら
な
る
、
ふ
る
さ
と
創

成
「
人
づ
く
り
事
業
」
推
進
委
員

会
を
発
足
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
の
所
掌
事
務
は
、

そ
の
設
置
要
綱
に
　
「
委
員
会
は
町

長
の
要
請
に
応
じ
、
ふ
る
さ
と
創

成
『
ひ
と
づ
く
り
事
業
』
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
る
も
の
と
す
る
。
」

と
あ
り
ま
す
。
即
ち
委
員
は
、
常

に
広
く
町
民
の
皆
様
の
意
見
や
希

望
、
願
い
、
ア
イ
デ
ア
に
耳
を
傾

け
、
そ
し
て
こ
れ
を
推
進
委
員
会

に
反
映
し
、
こ
れ
を
と
り
ま
と
め

方
向
づ
け
を
し
て
町
当
局
へ
意
見

と
し
て
申
し
述
べ
る
こ
と
に
在
り

ま
す
。こ

れ
を
受
け
ら
れ
た
町
当
局
は

企
画
開
発
課
を
事
務
局
と
し
、
具

体
的
を
実
施
案
を
作
成
、
実
行
段

階
へ
と
進
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
様
に
推
進
委
員
会
は
、
人

づ
く
り
事
業
の
方
向
づ
け
を
す
る

と
い
う
意
味
で
極
め
て
大
き
を
責

務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
在

り
ま
す
。
そ
の
重
責
を
不
肖
私
に

与
え
ら
れ
、
ま
こ
と
に
不
安
に
さ

い
を
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
発
想
力
と
情
熱
、
愛
町

心
豊
か
な
多
数
の
推
進
委
員
の
ご

協
力
を
得
て
、
何
か
と
重
責
を
果

た
し
た
い
も
の
と
決
意
致
し
て
お

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民

各
位
の
格
段
の
ご
指
導
ご
支
援
の

程
を
心
よ
り
お
願
い
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

○
本
年
度
事
業
決
定
ま
で
の
経
過

平
成
二
年
二
月
六
日
に
第
三
回

目
の
推
進
委
員
会
を
も
ち
、
既
に

ご
案
内
の
通
り
、
本
年
度
事
業
を

「
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ユ
ウ
ム
」
と
し
て
実
施
致
す
こ
と

と
を
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
次
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
企
画
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
そ

の
思
い
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

1
、
平
成
二
年
一
月
八
日
、
福
田

町
長
よ
り
推
進
委
員
会
委
員
と
し

て
委
嘱
状
を
お
受
け
し
、
引
き
続

き
第
一
回
の
推
進
委
員
会
を
持
ち

ま
し
た
。

先
ず
冒
頭
、
町
長
よ
り
「
本
町

に
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は

過
疎
化
か
ら
の
脱
却
で
あ
り
、
住
民

一
人
／
＼
の
盛
り
上
が
り
で
あ
り

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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という意味で極めて大きな責
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ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
地

域
活
性
化
対
策
事
業
を
展
開
し
よ

う
と
す
る
と
き
、
施
設
、
財
源
と

と
も
に
不
可
欠
な
も
の
が
『
ひ
と
』

そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
い
う
、

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
「
人

づ
く
り
」
を
指
向
し
た
趣
旨
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
人
づ
く
り
事
業
の

推
進
と
在
る
と
、
考
え
る
程
に
仲

々
困
難
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。

人
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
ど
ん
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。
特
定
の

人
だ
け
に
特
定
の
技
能
を
身
に
つ

け
て
も
ら
う
と
い
っ
た
事
だ
け
で

は
駄
目
だ
。
要
は
、
我
が
町
江
府

町
を
愛
し
、
わ
が
町
に
夢
を
持
ち

わ
が
町
を
誇
り
に
思
い
、
住
み
よ

い
町
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
こ
と
の

出
来
る
人
、
そ
ん
な
人
々
に
満
ち

た
町
づ
く
り
こ
そ
肝
要
。
と
に
か

く
、
思
案
ば
か
り
重
ね
て
い
た
の

で
は
何
も
出
来
は
し
を
い
、
ベ
ス

ト
を
ね
ら
う
の
で
は
な
く
、
ベ
タ

ー
だ
と
思
わ
れ
る
事
業
を
先
ず
や

っ
て
み
る
こ
と
だ
。

等
々
、
実
に
様
々
を
意
見
を
出

し
合
い
ま
し
た
が
、
本
会
で
は
人

づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
取
り
ま
と
め
は
行
わ
ず
、
次
に

述
べ
る
三
点
に
つ
き
決
定
を
行
い

閉
会
致
し
ま
し
た
。

ア
、
本
年
度
か
ら
事
業
を
実
施

す
る
。
従
っ
て
そ
の
た
め
の
予

算
措
置
は
行
っ
て
お
い
て
頂

く
こ
と
。

ィ
、
各
委
員
は
先
ず
人
づ
く
り

事
業
の
全
体
構
想
を
自
分
を

り
に
描
い
て
み
る
こ
と
。

ウ
、
そ
の
上
に
た
っ
て
、
本
年

度
事
業
と
し
て
何
を
行
っ
た

ら
よ
い
か
を
思
索
し
て
み
る

こ
と
。

2
、
第
二
回
推
進
委
員
会

一
月
二
十
六
日

第
一
回
委
員
会
で
宿
題
と
し
て

い
た
「
人
づ
く
り
事
業
の
全
体
構

想
、
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。
」
「
本

年
度
事
業
と
し
て
何
を
企
画
す
る

か
。
」
と
い
う
二
点
に
つ
き
集
中
的

に
検
討
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
先
だ
ち
、
「
人
づ
く
り
事
業
に
つ

き
基
本
方
針
」
を
設
定
す
る
こ
と

と
致
し
ま
し
た
。

ア
、
人
づ
く
り
事
業
実
施
に
お
け

る
基
本
方
針

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
仲
々

我
々
の
手
に
お
え
る
代
物
で
あ
り

ま
せ
ん
。
人
づ
く
り
事
業
に
関
す

る
専
門
機
関
で
あ
る
学
校
と
か
職

業
訓
練
校
的
な
こ
と
は
出
来
る
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
を
論
議

の
未
、
我
々
委
員
と
し
て
は
、
直

接
人
づ
く
り
に
関
係
す
る
事
業
の

み
を
ら
ず
、
各
種
活
動
の
推
進
或

い
は
、
各
種
情
動
団
体
の
助
成
又

は
育
成
を
行
う
を
か
で
、
結
果
と

し
て
「
人
づ
く
り
に
寄
与
す
る
。
」

と
の
立
場
を
と
る
こ
と
と
致
し
ま

し
た
。

ィ
、
人
づ
く
り
事
業
基
本
構
想

先
ず
、
各
自
が
思
索
し
て
来
た

も
の
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
を
一
覧
表
に
し
整
理

致
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
し

て
第
四
回
推
進
委
員
会
で
取
捨
選

択
或
い
は
補
充
し
、
新
年
度
以
降

に
お
け
る
基
本
構
想
を
錬
り
上
げ

る
こ
と
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
こ
こ
で
、
そ
の
概
要
を
記
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
先
ず
諸
々
の
活
動
団
体
へ
の
助

成
、
育
成
を
中
心
と
し
て
行
う
事

業
。
当
然
こ
の
中
で
、
新
規
活
動

団
体
の
誕
生
も
期
待
し
て
い
き
ま

す
。

・
人
づ
く
り
事
業
に
関
す
る
調
査

研
究
、
広
報
活
動

こ
の
中
で
、
人
づ
く
り
事
業
に

関
す
る
ア
イ
デ
ア
募
集
、
新
規
活

動
団
体
の
募
集
、
国
内
・
海
外
研

修
、
後
継
者
対
策
、
高
齢
者
生
き

が
い
対
策
等
々
を
指
向
す
る
こ
と

と
在
り
ま
す
。

・
そ
の
他
文
化
活
動
の
推
進

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
文
化
講
演
会

等
構
想
す
る
こ
と
に
在
る
で
し
ょ

う
0こ

れ
は
、
話
し
合
い
の
中
で
出

た
「
こ
ん
な
風
に
ま
と
ま
り
は
し

な
い
か
」
と
言
っ
た
程
度
の
意
見

で
あ
り
ま
す
。
本
格
的
を
論
議
は

第
四
回
の
委
員
会
で
行
う
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ウ
、
本
年
度
事
業
の
決
定

先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
、
お
お
ま

か
を
全
体
構
想
を
も
と
に
、
最
終

的
に
本
年
度
事
業
を
「
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

我
々
が
考
え
ま
し
た
こ
と
は
、

先
ず
「
町
民
こ
ぞ
っ
て
我
が
町
江

府
町
を
魅
力
あ
る
町
に
し
よ
う
で

は
な
い
か
」
と
い
う
、
民
意
を
結

集
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
の

思
い
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

「
魅
力
あ
る
町
と
は
ど
ん
を
町
か
。
」

そ
れ
は
仲
々
難
し
い
問
題
で
あ
り

ま
す
し
、
又
、
ひ
と
様
々
で
も
あ

り
ま
し
ょ
う
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
う
事
に
よ
っ
て
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
又
、
色
々
を
意
見
を
出

し
合
う
中
で
、
何
ら
か
の
方
向
が

見
出
せ
る
も
の
と
考
え
ま
す
し
、

お
互
い
の
、
町
づ
く
り
へ
の
関
心
、

意
識
を
高
め
あ
う
こ
と
が
出
来
る

と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
全
町
民
の
意
識
が
町

づ
く
り
人
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
転
換
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
た
め
で
あ
り
ま
す
。

エ
、
第
三
回
推
進
委
員
会

平
成
二
年
二
月
六
日

第
二
回
委
員
会
の
意
見
を
も
と

に
事
務
局
で
具
体
化
さ
れ
た
実
行

案
に
つ
き
検
討
致
し
ま
し
た
。
そ

し
て
慎
重
に
協
議
し
た
結
果
、
こ

の
実
行
案
で
も
っ
て
、
来
る
三
月

十
八
日
、
愈
々
「
人
づ
く
り
事
業
」

の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と

と
を
り
ま
し
た
。

○
終
わ
り
に
、

か
っ
て
、
月
面
軟
着
陸
を
果
た

し
た
ア
メ
リ
カ
の
宇
宙
飛
行
士
が
、

月
面
歩
行
を
行
い
な
が
ら
「
私
の

一
歩
は
小
さ
い
一
歩
だ
が
、
人
類

に
と
っ
て
は
偉
大
な
一
歩
で
あ
る
。
」

と
電
波
を
通
し
て
宇
宙
の
彼
方
か

ら
、
我
々
地
球
に
送
っ
て
来
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

ど
う
か
、
我
々
の
思
い
を
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
多
数
お
出
か
け
願
い
、
町
づ

く
り
の
将
来
へ
向
け
て
、
よ
り
大

き
を
一
歩
と
し
て
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

甚
だ
ま
と
ま
り
の
な
い
文
章
と

な
り
ま
し
た
が
、
以
上
ご
挨
拶
、

経
過
報
告
、
お
願
い
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

Soumu
四角形
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈲

↓
南
大
山
大
橋
に
取
り
付
け
ら
れ

た
標
識

道路標識に

チロルの里

キャラクターマーク

鳥
取
県
土
木
部
道
路
課
で
は
市

町
村
境
界
標
識
や
橋
梁
の
表
示
を

ピ
ク
ト
グ
ラ
フ
（
絵
文
字
、
絵
柄
）

で
整
備
す
る
こ
と
に
し
県
下
で
順

次
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
マ
ー
ク
を
ベ
ー
ス
に
し
た
絵

柄
で
南
大
山
大
橋
、
南
向
橋
に
取

り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
町
境

界
に
も
お
目
見
注
す
る
予
定
で
す
。

国民年金保険料の

納め忘れは

ありませんか。

若
い
う
ち
は
、
「
年
金
」
と
い
え

ば
、
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
と
考
え

が
ち
で
す
が
、
は
た
し
て
そ
う
で

し
ょ
う
か
。

国
民
年
金
は
老
後
だ
け
で
を
く
、

障
害
者
と
な
っ
た
り
、
死
亡
し
た

と
き
残
さ
れ
た
遺
族
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
年
金
は
だ
れ
で
も
無

条
件
で
受
け
ら
れ
る
も
の
で
は

を
く
、
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
、
納
め
忘

れ
も
「
つ
い
つ
い
…
…
…
」
と
積

み
重
ね
て
い
っ
た
の
で
は
い
ざ
と

い
う
と
き
に
年
金
が
受
け
ら
れ
ず
、

後
悔
し
て
も
は
じ
ま
り
ま
せ
ん
。

平
成
元
年
度
も
あ
と
少
し
、
今

年
度
分
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
め
忘
れ
の
防
止
策
と
し
て
前

納
や
口
座
振
替
、
ま
た
、
地
区
の

納
付
組
織
に
加
入
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
納
め
忘
れ
に
怒
り
が
ち

な
方
は
、
こ
れ
ら
の
方
法
を
利
用

し
て
納
め
忘
れ
を
な
く
し
ま
し
ょ

I
フ
○

遭
攣
－
ロ
メ
モ

改
正
公
職
選
挙
法
Q
＆
A
①

今
回
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
は
金
の
か
か
ら

な
い
政
治
の
実
現
と
選
挙
の
公
正
の
確
保
の
た

め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

前
号
で
紹
介
し
た
内
容
を
Q
＆
A
形
式
で
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

尽
日
）
政
治
家
が
、
町
内
の

お
祭
り
に
寄
附
し
た
り
、
各
種
の

会
合
に
お
酒
を
差
し
入
れ
る
と
処

罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

阿
山
処
罰
さ
れ
ま
す
。
を

お
、
処
罰
さ
れ
ま
す
と
公
民
権

（
選
挙
権
・
被
選
挙
権
）
停
止
の

対
象
と
在
り
ま
す
。

②
政
治
家
の
秘
書
や
配

偶
者
を
ど
の
親
族
が
葬
式
に
代
理

出
席
し
て
、
政
治
家
の
香
典
を
相

手
方
（
選
挙
区
内
に
あ
る
者
）
に

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

甘
．
．
且
政
治
家
本
人
が
自
ら

出
席
し
、
そ
の
場
に
お
い
て
出
す

こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
処
罰

②
政
治
家
が
出
席
を
予

走
し
て
い
る
結
婚
披
露
宴
の
祝
儀

を
事
前
に
相
手
方
に
届
け
る
こ
と

は
ど
う
で
す
か
。

呵
且
政
治
家
本
人
が
自
ら

出
席
し
、
そ
の
場
に
お
い
て
出
す

こ
と
に
在
り
ま
せ
ん
の
で
、
処
罰

②
選
挙
区
内
に
お
い
て

行
う
純
粋
を
政
治
講
習
会
で
、
政

治
家
が
昼
食
時
に
弁
当
を
出
す
こ

と
は
ど
う
で
す
か
。
ま
た
、
お
茶

や
お
菓
子
を
出
し
て
も
よ
い
で
し

何
且
弁
当
を
出
す
こ
と
は

罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
が
、

湯
茶
や
こ
れ
に
伴
い
通
常
用
い
ら

れ
る
程
度
の
菓
子
を
出
し
て
も
差

し
支
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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▽
保
健
婦
よ
り
ひ
と
こ
と
…
…
目
立
つ
高
齢
者
の
胃
が
ん

～
年
に
一
度
は
必
ず
検
診
を
～

最
近
、
胃
腸
病
に
か
か
る
お
年

寄
り
が
目
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
化
が
進
ん
だ
の
が
原
因

で
す
が
、
病
院
に
よ
っ
て
は
既
に

胃
腸
病
の
4
人
に
1
人
以
上
が
お

年
寄
り
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
お
年
寄
り
の
占
め
る
割
合
は

今
後
確
実
に
増
え
る
と
思
わ
れ
ま

す
。元

年
度
実
施
し
ま
し
た
胃
が
ん

検
診
結
果
を
み
ま
す
と
、
6
5
才
以

上
の
方
で
精
密
検
査
を
必
要
す
る

方
が
最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
2
名

の
方
に
早
期
胃
が
ん
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

一
次
検
診
受
診
者
数
は
5
5
2
名
、

そ
の
う
ち
精
密
検
査
を
必
要
と
さ

れ
た
方
は
蹄
名
で
し
た
。
（
表
1
）

年
代
別
受
診
状
況
は
表
2
の
と

お
り
50
代
・
6
0
代
の
方
の
受
診
者

73
・
9
％
を
占
め
、
成
人
病
発
生

年
齢
40
才
代
の
受
診
が
1
0
・
3
％

と
低
い
値
で
す
。

1
0
5
名
の
要
精
密
者
の
う
ち
医
療

機
関
に
て
精
密
検
査
を
さ
れ
た
7
7

名
の
結
果
は
表
3
の
と
お
り
胃
が

ん
3
名
、
そ
の
他
の
疾
患
4
3
名
、

異
常
を
し
3
1
名
で
し
た
。

次
に
、
当
町
に
お
け
る
が
ん
死

亡
状
況
（
が
ん
死
亡
／
全
死
亡
）

を
み
ま
す
と
、
6
3
年
度
頃
よ
り
下
降

傾
向
に
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
を
か
で

胃
が
ん
で
死
亡
さ
れ
た
方
は
を
ん

と
多
く
の
が
ん
死
亡
の
中
で
4
割

を
し
め
て
い
ま
し
た
。
（
表
4
）

7
0
才
代
に
な
っ
て
か
ら
の
胃
が

ん
検
診
受
診
率
は
低
い
で
す
が
、

が
ん
死
亡
者
の
割
合
を
み
ま
す
と

70
才
以
上
の
が
ん
死
亡
者
が
6
4
％

を
し
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
年
代

が
う
え
に
在
る
に
従
っ
て
胃
が
ん

死
亡
者
の
割
合
が
増
え
る
の
に
加

え
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
お
年
寄
り

自
体
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
胃
が
ん
検
診
時
に
検
査
用
紙

を
配
布
し
実
施
し
ま
し
た
大
腸
が

ん
検
診
の
結
果
、
4
3
3
名
中
2
名
の

大
腸
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
様
を
が
ん
で
も
在
る
べ
く

早
め
に
発
見
し
、
治
療
す
る
こ
と

が
一
番
大
切
で
す
。
胃
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診
と
も
に
職
場
で
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
様

で
す
。
大
切
を
体
、
一
年
に
一
度

は
受
診
し
て
下
さ
い
。

ま
た
胃
腸
病
に
か
か
ら
な
い
予

防
法
と
し
て
趣
味
や
適
度
な
運
動

を
ど
ス
ト
レ
ス
を
た
め
を
い
よ
う

に
心
が
け
て
ほ
し
い
。
酒
を
毎
日

飲
む
の
も
や
め
る
。
た
ば
こ
も
胃

の
粘
膜
の
血
流
を
少
を
く
し
て
荒

れ
や
す
く
す
る
の
で
で
き
る
だ
け

避
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

江

年代別要精密検査者割合（表1）

伽09080706

（年代）

卸才代

40才代

50才代

60才代

70才代

0　10　　20　　30　　40　　50

精密検査車　異常なL

E＝コ　⊂コ

受診者状況

範 去 tJ）
＼圭J

十
清

整
喜／

13 ．4

「ヽ）′ ‡鴬挙

□Eヨ匠ヨ匿廻⊂コ
30代　亜代　50代　60代　70代

小
川

表
090807060

年次別成人病死亡割合
10　　20　　30　　40

心臓病　20．4

喝．3　1、－、　　　－－

心臓病■18．0

がん　　　　29．6

脳卒中　別．0がん　　　　36．0

l　　　　　　　　　　′●

早
期
発
見
す
れ
ば

こ
ん
な
に
早
く
治
り
ま
す

（
胃
が
ん
の
手
術
後
5
年
生
存
率
）

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年
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防
ご
う
′
少
年
の
家
出

～
厳
し
く
そ
し
て
温
か
く
～

町　　報江　　府第231号

暫
寮
で
は
、
3
月
2
0
日
か
ら
4

月
19
日
ま
で
の
一
か
月
間
を
「
家

出
少
年
の
発
見
保
護
強
化
月
間
」

と
し
て
、
家
出
少
年
の
保
護
に
努

め
ま
す
。

家
出
し
た
少
年
の
ほ
と
ん
ど
は
、

温
か
さ
の
を
い
家
庭
か
ら
離
れ
る

た
め
に
、
家
を
出
て
い
ま
す
。

特
に
、
学
年
末
と
新
学
期
を
迎

え
る
こ
の
季
節
は
、
進
学
、
就
職
、

新
し
い
友
人
関
係
を
ど
で
少
年
の

心
が
揺
れ
る
時
期
で
す
。
厳
し
さ

の
中
に
も
愛
情
の
こ
も
っ
た
し
つ

け
と
親
子
の
心
の
ふ
れ
あ
い
で
、

子
供
の
心
を
し
っ
か
り
と
と
ら
え

ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

＊
子
供
の
話
を
を
ん
で
も
聞
い
て

や
っ
て
い
ま
す
か
。

＊
親
が
生
活
の
手
本
を
示
し
て
い

ま
す
か
。

＊
親
の
熊
度
が
過
保
護
や
放
任
と

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

も
し
、
子
供
が
家
出
し
た
ら
、

す
ぐ
に
警
察
署
、
派
出
（
駐
在
）

所
へ
届
け
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
こ
と
で
悩
ん
だ
ら
、
少

年
相
談
を

◎
ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン

〇
八
五
九
・
二
九
・
〇
八
〇
八

◎
各
警
察
署
防
犯
係

明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
五
ヵ
条

L
子
供
に
信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
か

2
．
子
供
の
夢
を
知
っ
て
い
ま
す
か

3
．
子
供
の
様
子
を
見
て
い
ま
す
か

4
．
ご
両
親
の
仲
は
良
い
で
す
か

5
．
家
庭
で
く
つ
ろ
げ
ま
す
か

自
任
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
が

で
き
ま
し
た
′

町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
の
地
、

総
合
運
動
公
園
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
公
園
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
平
成
元
年
度
自

治
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り
整
備

さ
れ
た
公
園
で
す
。
園
内
は
芝
張

り
で
、
周
囲
に
は
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ

三
五
〇
本
が
植
え
こ
ま
れ
、
ま
た

夏
期
の
日
ぎ
し
を
さ
え
ぎ
り
木
影

を
つ
く
る
た
め
、
山
モ
モ
の
木
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か

ら
直
接
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
、

門
扉
が
一
ヶ
所
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。町

民
の
み
を
さ
ん
の
憩
い
の
場

と
し
て
　
ス
ポ
ー
ツ
時
の
休
憩
の

場
と
し
て
御
利
用
下
さ
い
。

※
お
こ
と
わ
り

園
内
の
芝
が
完
全
に
根
づ
く
ま

で
の
間
（
4
月
ご
ろ
ま
で
）
は
、

利
用
を
御
遠
慮
下
さ
い
。

任命されました

近
年
、
「
商
品
」
や
「
サ
ー
ビ

ス
」
の
多
様
化
に
伴
い
、
新
し
い

取
引
内
容
や
巧
妙
な
商
品
を
ど
で

お
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
よ
く
目
に
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
を
社
会
に
な
っ
た
た

め
、
鳥
取
県
で
は
各
町
村
に
相
談

の
窓
口
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
江

府
町
で
は
、
次
の
方
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
が
、
軽
易
な
相
談
か
ら
「
む
つ

か
し
い
」
相
談
（
専
門
の
と
こ
ろ

を
紹
介
）
ま
で
、
気
軽
に
相
談
し

て
下
さ
い
。

矢
村
数
美
さ
ん
（
新
町
一
丁
目
）

（
℡
七
五
二
一
五
二
九
）

門
田
久
子
さ
ん
（
新
町
一
丁
目
）

（
℡
七
五
・
二
一
九
六
）

徳
岡
力
子
さ
ん
（
本
町
二
丁
目
）

（
℡
七
六
二
元
二
五
）

Soumu
四角形
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Soumu
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人の動き

坂
本
　
正
教

岸
　
真
奈
美

佐
川

日
野
郡
日
南
町
か
ら

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

助
　
澤
川
上
富
子
8
0
歳
良
文
宅

大
河
原
安
田
な
か
8
8
歳
公
正
宅

宮
の
前
土
井
垣
秋
子
9
5
歳
一
郎
宅

報町府江

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

本
一
清
水
あ
す
か
正
史
長
女

下
蚊
屋
梅
田
　
卓
也
　
茂
二
男

日
の
譜
磯
江
　
昇
　
豊
長
男

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

川
田
　
俊
雄

官
能
木
の
実

機
江
　
　
豊

川
上
　
由
書

前
田
　
昭
人

末
次
美
由
紀

小
林
　
和
彦

児
島
　
智
子

金
本
　
圭
司

下
村
千
鶴
子

筒鈴谷小川大
井木口坂上岩

信伸稚　　慶
子夫子昇意徹

））））））））

境
港
市

江
尾
か
ら

俣
野

江
尾
か
ら

下
安
井

米
子
市
か
ら

武
庫

兵
庫
県
尼
崎
市
か
ら

岡
山
県
新
見
市

江
尾
か
ら

下
蚊
屋

美
用
か
ら

岡
山
市

美
用
か
ら

大
阪
市
都
島
区

下
蚊
屋
か
ら

［竺㌫コ

1月中寄託分

半
ノ
上
　
　
瀬
島
　
明
正
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
　
小
川
　
　
満
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本

一

　

書

岡

一

枝

　

殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

乗
　
尾
　
　
加
藤
　
芳
江
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
　
森
田
　
幸
枝
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
　
宇
田
川
寛
長
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

助
　
渾
　
　
川
上
　
　
酒
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

t
香
典
返
し
と
し
て

池
の
内
　
　
藤
原
　
寿
庶
　
殿

一
（
母
み
つ
よ
様
ご
逝
去
）

助
　
澤
　
　
川
上
　
婿
　
殿

（
妻
革
十
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
い
と
し
て

美
　
用
　
　
下
垣
　
美
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

助
　
渾
　
　
下
前
　
洋
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

社
会
福
祉
法
人

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

し
十
二
月
末
累
計
額

一
、
九
五
六
、
六
三
八
円

2
．
一
日
中
寄
託
分

一
三
〇
、
〇
〇
〇
円

香
典
返
し
　
三
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

3
．
支
出
額
　
　
　
な
　
し

4
．
一
月
未
累
計
額

二
、
〇
八
六
、
六
三
八
円

あ
の
「
ア
ヤ
メ
」
を
作
う
た
の
誰
？

今
年
も
卒
業
そ
し
て
入
学
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

町
内
の
小
学
校
、
中
学
校
の
卒

業
生
、
新
入
生
の
胸
に
は
、
必
ず
町

の
花
「
ア
ヤ
メ
」
の
リ
ボ
ン
　
（
ロ

ン
デ
ィ
・
フ
ラ
ワ
ー
と
言
う
そ
う

で
す
。
）
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
。

ま
た
、
「
あ
の
ア
ヤ
メ
の
リ
ボ
ン

誰
が
作
っ
て
る
の
か
な
」
、
そ
ん
な

声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

作
ら
れ
た
の
は
、
江
府
町
婦
人

会
（
福
田
昭
子
会
長
・
会
員
6
5
名
）

の
み
を
さ
ん
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
6
0
年
の
わ
か
と

り
国
体
の
と
き
選
手
役
貞
等
が
付▲和気あいあい「アヤメ」作り

け
た
の
が
始
ま
り
で
、
以
来
、
町

内
の
卒
業
、
入
学
の
児
童
、
生
徒

が
胸
に
つ
け
る
よ
う
に
在
っ
た
も

の
で
す
。

最
初
は
、
各
学
校
の
P
T
A
で

作
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
町

婦
人
会
の
奉
仕
活
動
と
し
て
作
り

始
め
て
今
年
で
四
年
目
に
な
る
そ

う
で
す
。
手
作
り
で
シ
ャ
レ
た
デ

ザ
イ
ン
が
毎
年
好
評
の
よ
う
で
す
。

今
年
は
、
一
月
未
か
ら
約
一
か

月
の
間
、
五
回
に
わ
た
り
日
輪
閣

三
階
の
婦
人
会
の
部
屋
に
毎
回
1
0

～
1
5
名
が
集
ま
り
、
和
気
あ
い
あ

い
、
二
二
二
個
の
「
ア
ヤ
メ
」
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
も
こ
の
手

作
り
の
ア
ヤ
メ
が
卒
業
生
、
新
入

生
の
胸
を
飾
る
こ
と
に
在
り
そ
う

で
す
。婦

人
会
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
家

庭
で
の
不
用
品
を
持
ち
よ
っ
て
「

友
愛
セ
ー
ル
」
を
行
な
い
、
そ
の

収
益
金
で
敬
老
会
を
行
な
う
を
ど

ユ
ニ
ー
ク
を
活
動
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
、
又
は
、
参

加
し
て
み
た
い
方
は
、
江
府
町
教
育

委
員
会
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。
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□
お
誕
生
お
め
で
と
う

美新

用一

三岡
代田

葦竺
三
穂
長
男

信
行
長
男

社
会
福
祉
法
人

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

し
一
月
末
累
計
額

二
、
〇
八
六
、
六
三
八
円

2
．
二
月
中
寄
託
額

二
七
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
一
五
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
一
二
五
、
〇
〇
〇
円

3
．
預
金
利
息
　
二
、
九
〇
一
円

4
．
支
出
額
　
を
　
し

5
．
二
月
未
累
計
額

二
、
三
六
四
、
五
三
九
円

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

池
の
内
加
藤
と
み
子
8
6
歳
臭
亨
宅

府
　
本
一
藤
田
　
善
清
8
7
歳
孝
義
宅

■
香
典
返
し
と
し
て

池
の
内
　
加
藤
　
尭
亨
　
殿

江

本
一
中
野
　
辰
美
5
7
歳
　
寛
宅

美
　
用
坂
根
　
敦
子
5
9
歳
幸
久
宅

小
江
尾
篠
田
　
る
い
7
7
歳
　
賓
宅

荒
　
田
井
上
　
憲
一
6
9
歳
昭
宣
宅

二三二
2月中寄託分

（
母

宮
の
前

（
母

新
　
二

（
妻

本
一

（
夫

美
　
用

（
要

小
江
尾

（
母

（
父

大
河
原

（
母

と
み
子
様
ご
逝
去
）

土
井
垣
一
郎
　
殿

秋
子
様
ご
逝
去
）

声
立
　
　
猛
　
殿

八
重
子
様
ご
逝
去
）

中
野
　
説
子
　
殿

辰
美
様
ご
逝
去
）

坂
根
　
専
久
　
殿

敦
子
様
ご
逝
去
）

篠
田
　
　
賓
　
殿

る
い
様
ご
逝
去
）

井
上
　
昭
宣
　
殿

憲
一
様
ご
逝
去
）

安
田
　
公
正
　
殿

を
か
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
い
と
し
て

洲
河
崎
　
佐
々
木
　
良
雄
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
　
清
水
　
守
衛
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
　
清
水
　
和
枝
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
浦
部
　
芳
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
　
木
谷
　
安
夫
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
　
仲
嶋
　
勝
利
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
中
田
　
茂
広
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
　
岡
本
　
博
之
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
　
宇
田
川
千
万
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
上
原
　
裕
臣
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

②
⑳
㊨
㊦
⑧
⑬
契
約
は
慎
重
に

サ
ー
ビ
ス
付
学
習
教
材

訪
問
販
売
で
高
額
を
学
習
教
材

を
購
入
し
た
が
、
解
約
し
た
い
。

そ
ん
を
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
塾
や
個
別
指
導
な

ど
の
教
育
サ
ー
ビ
ス
と
学
習
教
材

と
が
セ
ッ
ト
に
在
っ
た
契
約
の
ト

ラ
ブ
ル
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

（事例）
学
習
教
材
を
購
入
す
れ
ば
無
料

で
家
庭
訪
問
指
導
を
す
る
と
い
う

約
束
で
、
高
校
生
用
学
習
指
導
付

き
英
語
教
材
の
契
約
を
し
た
。
し

か
し
、
月
1
回
・
2
回
の
家
庭
教

師
の
指
導
で
は
、
子
供
の
学
習
意

欲
が
わ
か
を
い
。
ま
た
教
科
書
と

教
材
が
合
わ
を
い
の
で
解
約
し
た

ヽ

一

〇

．
．
∨

事
例
の
よ
う
に
商
品
、
サ
ー
ビ

ス
の
セ
ッ
ト
販
売
で
は
、
販
売
会

社
の
倒
産
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
な

く
在
っ
た
り
、
期
待
ど
お
り
の
も

の
で
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
い
は
教
材
の
販
売

が
主
目
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
サ
ー
ビ
ス
中
心
に
思
わ
せ
る

を
ど
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

契
約
す
る
際
は
、
内
容
を
よ
く

確
か
め
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
言
葉

を
う
の
み
に
せ
ず
、
使
う
本
人
と

よ
く
相
談
し
て
か
ら
契
約
す
る
慎

重
さ
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
サ

ー
ビ
ス
付
き
教
材
を
購
入
す
る
際

は
、
契
約
書
の
記
載
を
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

交
通
事
故
　
－
。
加
害
者
、
被

害
者
ど
ち
ら
も
悲
惨
を
も
の
で
す
。

不
幸
に
し
て
事
故
に
あ
い
、
囲

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
無

料
で
あ
な
た
の
相
談
に
専
門
の
相

談
員
が
、
親
身
に
在
っ
て
応
じ
ま

す
。
電
話
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
平
日
は
午
前
9
時
3

0

分
か
ら
午
後
4
時
4
0
分
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は

休
み
ま
す
。
）

◆
弁
護
士
相
談
日
　
毎
週
水
曜
日

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

◆
相
談
所

鳥
取
市
今
町
一
－
一
〇
三

住
友
生
命
鳥
取
ビ
ル
三
階

鳥
取
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー

℡
〇
八
五
七
三
甲
四
二
三
三
直
通
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